
暦の上で立冬を超え、冬が始まりました。

順天堂大学が2025年に薬学部を新設すると聞いて驚きました。

20年春に岐阜医療科学大学と国際医療福祉大学大川キャンパスに、

21年春には和歌山県立医大と湘南医療大学に薬学部が新設される

ことは決まっていますが、他にも順天堂を含む6大学が検討中だそう

で、「いつから薬学部はこんなに人気になったのか」と思いました。

しかし倍率はどこの大学も落ちており、定員割れを起こしたところも

かなりあるので、本当に人気なのかが分からなくなっています。

先日、キャリアの浅い薬剤師に月100万円の給料を払っていたと

いう社長が、薬剤師について苦言を呈していました。というのも、そ

の薬剤師は給料分の利益を全く上げられていないうえに、給料が高

いことが当たり前のような態度をとっていたそうです。結局社長は、

これ以上は経営的に厳しいと判断し、薬局を売却したそうです。

こういった「薬剤師バブル時代」はもう終焉を迎えています。薬

学部がこれほどに増え、それによって偏差値が下がると、免許の価値

ではなく「人の価値」が大切になってきます。お金をもらって、人の

役に立てるなんてこんな素敵な仕事はありません。勘違いをせず、

頑張る人が人生の最後には幸せになっています。
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